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製品のハイライト

• 外付け部品数および総コストを削減

• ショットキー不要の同期整流動作

• 内部制御ループ補償

• 内部固定ソフトスタート

• 固定ターン・オン／オフ入力電圧（MAX17554）
• セラミック・コンデンサのみを使用した超小型レイアウト

• DC/DC レギュレータの在庫数を削減

• 広い入力電圧範囲：4V～60V（MAX17555）
• 広い入力電圧範囲：10V～60V（MAX17554）
• 固定出力電圧オプション：3.3V（MAX17554A、

MAX17555A）および 5V（MAX17554B、MAX17555B）
• 可変出力範囲：0.8V～VINの 90%（MAX17554C、

MAX17555C）

• 負荷電流：最大 50mA
• 消費電力を低減

• 不連続導通モード（DCM）動作によって軽負荷時の効率を

向上

• 内部回路用の外部ブートストラップ入力（FB/VO）に

よって電力損失を削減（固定出力製品オプション）

• 固定スイッチング周波数：70kHz
• 3.8µA シャットダウン電流（MAX17555）

• 柔軟な設計

• 設定可能な EN/UV および HYST スレッショルド

（MAX17555）
• オープンドレイン出力（RESET）によって出力状態の監視

が可能（MAX17555）
• 信頼性の高い動作

• ヒカップ・モードによる過負荷保護機能を内蔵

• 過熱保護

• CISPR32 クラス B 準拠

• −40℃～+125℃の広い動作周囲温度、

−40℃～+150℃のジャンクション温度

主なアプリケーション

• ファクトリ・オートメーション

ファクトリ・オートメーションの分野では、熱の発生を抑制

できることが重要な条件の 1 つです。システム中の熱をコン

トロールし、過熱やシャットダウンを防ぐことが必要です。

MAX17554 および MAX17555 は高効率の完全同期整流式の

FET 内蔵 DC/DC コンバータであるため、発熱を抑制できま

す。

• アフターマーケット市場のオートモーティブ

アセット・トラッキング・アプリケーションは、MAX17554
および MAX17555 が利点をもたらすことのできるアフター

マーケット・オートモーティブ分野での一例です。通常、こ

れらのユニットはできる限り小型となるよう設計されます。

MAX17554 および MAX17555 では FET はループ補償が内蔵

されているため、小型のソリューション・サイズを実現でき

ます。

• 汎用ポイントオブロード

汎用ポイントオブロードは、数多くのアプリケーションや設

計環境で使用されるスイッチング・レギュレータに適用され

ます。電力変換の堅牢性はどのような環境においても必須の

ものです。−40ºC～+125ºC の動作温度範囲、電流制限保護、

加熱保護を備え、CISPR32 クラス B 放射規格に準拠できる

MAX17554 および MAX17555 は、ほとんどの過酷な環境にお

いて小型で高効率の電力変換を可能にします。

簡略アプリケーション回路図

端子説明

オーダー情報はデータシート末尾に記載されています。 

日本語参考資料 

最新版英語データシートはこちら 

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/products/max17554.html
https://www.analog.com/jp/products/max17555.html
https://www.analog.com/media/en/technical-documentation/data-sheets/max17554-max17555.pdf
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絶対最大定格 
IN～GND .....................................................................  −0.3V～+70V 
LX～GND  ........................................................... −0.3V～VIN + 0.3V 
EN/UV～GND (MAX17555) .............................  −0.3V～VIN + 0.3V 
HYST、RESET～GND (MAX17555)  .......................... −0.3V～+6V 
FB/VO～GND (MAX17554A, MAX17554B, MAX17555A, 
MAX17555B)  ................................................................  −5.5V～+6V 
FB/VO～GND (MAX17554C、MAX17555C)  ............. −0.3V～+6V 

出力短絡持続時間  ....................................................................  連続 
連続消費電力（TA = +70ºC、8 ピン TDFN、+70ºC を超えると

6.2mW/ºC でディレーティング）  ....................................... 496mW 
動作温度範囲（Note 1） .......................................  −40°C～+125°C 
ジャンクション温度  .............................................  −40°C～+150°C 
保存温度範囲 ..........................................................  −65°C～+150°C 
リード温度（はんだ処理、10 秒）  ..................................... +300°C 

Note 1： ジャンクション温度が+125ºC を超えると、動作寿命が短くなります。 

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えるとデバイスに恒久的な損傷を与えることがあります。これらの規定はストレス定格のみを定めたものであり、この仕様の動作セクションに記載する
規定値以上でデバイスが正常に動作することを意味するものではありません。デバイスを長時間絶対最大定格状態に置くとデバイスの信頼性に影響を与えます。 

パッケージ情報

最新のパッケージ外形図とランド・パターン（フットプリント）に関しては、www.maximintegrated.com/packages で確認してください。

パッケージ・コードの「+」、「#」、「−」は RoHS対応状況のみを示します。パッケージ図面は異なる末尾記号が示されている場合があ

りますが、図面は RoHS 状況に関わらず該当のパッケージについて図示しています。 

パッケージの熱抵抗は、JEDEC 規格 JESD51-7 に記載の方法で 4 層基板を使用して求めたものです。パッケージの熱に対する考慮事項の

詳細については、www.maxim-ic.com/thermal-tutorial を参照してください。

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/design-center/packaging-quality-symbols-footprints/package-index.html
https://www.analog.com/jp/technical-articles/thermal-characterization-of-ic-packages.html
https://pdfserv.maximintegrated.com/package_dwgs/21-0487.PDF
https://pdfserv.maximintegrated.com/land_patterns/90-0349.PDF
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電気的特性

（特に指定のない限り、VIN = 24V、VEN/UV = 24V（MAX17555）、VGND = 0V、CIN = 1µF、VFB/VO = 1.05 × VFB-REG、LX = 無接続、 
HYST = RESET = 無接続（MAX17555）、TA= −40ºC～+125ºC。代表値は TA = +25ºC での値。特に指定のない限り、電圧はすべて GND を

基準。（Note 2）） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VIN = 24V、VEN/UV = 24V（MAX17555）、VGND = 0V、CIN = 1µF、VFB/VO = 1.05 × VFB-REG、LX = 無接続、 
HYST = RESET = 無接続（MAX17555）、TA= −40ºC～+125ºC。代表値は TA = +25ºC での値。特に指定のない限り、電圧はすべて GND を

基準。（Note 2）） 

Note 2： すべての電気的仕様は、TA = +25ºC で 100%製造テストを行っています。動作温度範囲全体での仕様は設計と特性評価により確

保されています。

Note 3： 無負荷時の電流はアプリケーション回路で測定されています。MAX17554C および MAX17555C では、出力電圧が 3.3V に設定

されています。

https://www.analog.com/jp/index.html
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標準動作特性

（特に指定のない限り、VIN = VEN/UV = 24V、VGND = 0V、TA = +25ºC。 特に指定のない限り、電圧はすべて GND を基準。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VIN = VEN/UV = 24V、VGND = 0V、TA = +25ºC。 特に指定のない限り、電圧はすべて GND を基準。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VIN = VEN/UV = 24V、VGND = 0V、TA = +25ºC。 特に指定のない限り、電圧はすべて GND を基準。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VIN = VEN/UV = 24V、VGND = 0V、TA = +25ºC。 特に指定のない限り、電圧はすべて GND を基準。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン配置

端子説明

ピン 名称 説明 

1  IN  電源入力ピン。1µF のコンデンサで GND とデカップリングします。コンデンサは IN ピンおよび GND ピン

の近くに配置します。

2  GND, EN/UV 

MAX17554：GNDに接続します。 
MAX17555：イネーブル／低電圧ロックアウト・ピン。EN/UVをハイにすると、出力電圧がイネーブルされ

ます。INとGNDの間に配置された抵抗分圧器の中間に接続すると、デバイスがONになる入力電圧を設定で

きます。

許容可能な最小ターンオフ入力電圧は 3.85V です。GND にプルダウンするとデバイスをディスエーブルで

きます。

3  GND, HYST 

MAX17554：GNDに接続します。 
MAX17555：コンバータのターン・オン／オフ・ヒステリシス設定ピン。外部抵抗を用いて HYST を

EN/UV に接続して必要なヒステリシスを設定します。HYST は EN/UV > 1.215V（代表値）の場合に高イン

ピーダンスになり、EN/UV < 1.09V（代表値）の場合にローにプルダウンされます。 

4  GND GND に接続します。 

5  FB/VO 

帰還入力。固定出力デバイス（MAX17554A/MAX17554B、MAX17555A/MAX17555B）では、出力電圧ノー

ド VOUTを FB/VO ピンに接続することで、帰還機能とブートストラップ機能の両方が可能となります。

MAX17554C および MAX17555C では、出力と GND の間に接続した外部抵抗分圧器の中心ノードに FB/VO
を接続することで、出力電圧を設定できます。詳細については、出力電圧の調整のセクションを参照してく

ださい。

6  GND, RESET  

MAX17554：GNDに接続します。 

MAX17555：オープンドレインのRESET出力。FB/VO が設定値の 92%（代表値）を下回ると、RESET出力

はローになります。FB/VO の電圧がその設定値の 95%（代表値）を超えてから 30µs 経過すると、RESET
は高インピーダンスになります。詳細については、電気的特性のセクションを参照してください。

7  GND グランド。GND は電源グランド・プレーンに接続してください。回路のすべてのグランド接続は、1 点で

行ってください。詳細については、PCB レイアウト時のガイドラインのセクションを参照してください。 

8 LX スイッチング・ノード・ピン。LX はインダクタの切り替え側に接続します。デバイスがシャットダウン・

モードになっている場合、LX は高インピーダンスです。

https://www.analog.com/jp/index.html
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機能ブロック図

MAX17554 

https://www.analog.com/jp/index.html


60V、50mA、超小型、高効率の 
集積型同期整流式降圧 DC/DC コンバータ 

MAX17554, MAX17555 

analog.com.jp Analog Devices | 11 

MAX17555 

https://www.analog.com/jp/index.html
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詳細

MAX17554 および MAX17555 は、MOSFET を内蔵した超小型、高効率、高電圧の同期整流式降圧 DC/DC コンバータで、広い入力電圧範

囲で動作し、最大 50mA の負荷電流を供給します。MAX17554 は 10V～60V の広い入力電圧範囲で動作し、MAX17555 は 4V～60V の広い

入力電圧範囲で動作します。MAX17554 はアクティブなピンがわずか 3 本のコンバータ・ソリューションが可能であり、MAX17555 は EN/UV
と HYST のスレッショルドおよびRESET機能により柔軟なコンバータ設計が可能です。MAX17554A/MAX17555A は 3.3V 固定出力電圧デ

バイス、MAX17554B/MAX17555B は 5V 固定出力電圧デバイスです。MAX17554C/MAX17555C は、出力電圧が調整可能（0.8V～0.9 × VIN）

なデバイスです。−40ºC～+125ºC の温度範囲でのコンバータの帰還電圧レギュレーション精度は、MAX17554A/MAX17555A および

MAX17554B/MAX17555B の場合で±1.5%、MAX17554C/MAX17555C の場合で±1.25%です。 

デバイスは、ピーク電流モード制御アーキテクチャを採用しています。通常動作時は、クロックの各立上がりエッジでハイサイド p-MOSFET
がオンになり、適切なデューティ・サイクルまたは最大デューティ・サイクルに達するまで、あるいはピーク電流制限が検出されるまで、

オン状態を維持します。ハイサイド p-MOSFET のオン時間中、インダクタ電流は増加します。スイッチング・サイクルの残りの時間、あ

るいは、インダクタ電流がゼロになるまでの時間、ハイサイド p-MOSFET はオフを維持し、また、ローサイド n-MOSFET はオンを維持

し、インダクタ電流は減少します。デバイスは不連続導通モード（DCM）を備えています。このモードでは負のインダクタ電流が禁止さ

れるため、より高い軽負荷効率が得られます。DCMの場合、デバイスは最小オン時間に達するまで、固定スイッチング周波数で動作しま

す。負荷条件が最小オン時間パルスに対応するエネルギー未満の場合、コンバータはパルスをスキップして出力電圧レギュレーションを

維持します。

0,8ms（代表値）の固定ソフトスタート時間により、入力突入電流を低減できます。MAX17555 ではイネーブル／低電圧ロックアウト

（EN/UV）ピンおよびヒステリシス（HYST）ピンが使用できるため、ユーザは必要な入力電圧レベルでデバイスのオンまたはオフがで

きます。また、MAX17555 は、オープンドレインRESETピンも備えており、出力電圧のレギュレーションが適正な場合にパワーグッド信

号をシステムに供給します。

イネーブル／低電圧入力（EN/UV）と HYST（MAX17555）
デバイスにはイネーブル／低電圧ロックアウト（EN/UV）ピンおよびヒステリシス（HYST）ピンが使用できるため、ユーザは必要な入

力電圧レベルでデバイスのオンまたはオフができます。EN/UV を用いると、コンバータのイネーブル／ディスエーブルも可能です。

EN/UVをロー（VENF未満）にすると、パワーMOSFETと、その他の内部回路の両方が無効化され、INの自己消費電流が 3.8µA（代表値）

未満に減少します EN/UV をハイ（VENR以上）にすると、コンバータがイネーブルされます。IN と EN/UV および GND の間にある外部分

圧器、および HYSTと EN/UVの間にある外付け抵抗は、デバイスがオンまたはオフになる入力電圧を調整します。詳細については、ヒス

テリシスのある入力低電圧レベルの設定のセクションを参照してください。

デバイスがイネーブルになると、デバイスの内部エラーアンプのリファレンス電圧は、一定の内部遅延の後、上昇を始めます。

MAX17555 は、入力範囲内で動作している間、EN/UV 電圧が 1.215V（代表値）を超えるまでに最大 170µs（代表値）の遅延が生じます。

MAX17554では、入力電圧が VONを上回るまでに 170µs（代表値）の最大内部遅延が生じます。ソフトスタートの上昇期間は 800µs（代表

値）で、これにより出力電圧が滑らかに上昇します。

リセット出力（RESET）（MAX17555）
デバイスにはオープンドレインのRESET出力があり、出力電圧をモニターできます。RESETは、レギュレータの出力電圧が公称設定電圧

の 95%（代表値）を超えてから 30µs（代表値）後に、高インピーダンスになります。レギュレータの出力電圧が公称設定電圧の 92%を下

回ると、RESETはローになります。また、EN/UV がローにプルダウンされた場合、およびヒカップ・タイムアウト時間中も、RESETは
ローになります。

プリバイアス出力への起動

デバイスは、プリバイアスされた起動に対応しています。デバイスがプリバイアスされた出力で開始した場合、コンバータが出力から電

流をシンクしないようにハイサイド MOSFET とローサイド MOSFET の両方がオフになります。ハイサイドおよびローサイドの MOSFET
は、パルス幅変調（PWM）コンパレータから最初の PWM パルスの指示が来るまでスイッチングを開始せず、来た時点で開始します。そ

の後、出力電圧は内部リファレンスに合わせて目標値まで滑らかに上昇します。

https://www.analog.com/jp/index.html
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過電流保護

デバイスは、ヒステリシスのある電流制限保護スキームを備えており、内部 MOSFET とインダクタを出力短絡回路状態から保護します。

インダクタのピーク電流が IPEAK-LIMIT（0.24A（代表値））を超えると、ハイサイド・スイッチがオフになり、ローサイド・スイッチがオ

ンになって、インダクタ電流を低減します。電流値が IVALLEY-LIMIT（起動時は 0.15A（代表値）、定常状態では 0.022A（代表値））まで低

下すると、次のクロック・パルスの立上がりエッジでハイサイド MOSFET がオンになります。インダクタ電流は 2 つの値の間でバウンス

するため、このスキームではインダクタ電流の暴走が生じることはありません。インダクタ電流が 16 回連続して IPEAK-LIMIT に達すると、

デバイスはヒカップ・モードになります。ヒカップ・モードでは、64ms（代表値）のヒカップ・タイムアウト時間の間、スイッチングを

一時停止することによって、コンバータが保護されます。ヒカップ・タイムアウト時間が終了すると、ソフトスタートが再試行されます。

ヒカップ動作モードにより、出力短絡状態での低消費電力が確保されます。

サーマル・シャットダウン保護

サーマル・シャットダウン保護はデバイスの合計消費電力を制限します。デバイスのジャンクション温度が+160ºC（代表値）を超えると、

サーマル・センサーがデバイスをシャットダウンすることで冷却できるようにします。ジャンクション温度が 20ºC（代表値）下がると、

サーマル・センサーによってデバイスが再度オンになります。サーマル・シャットダウン時にはソフトスタートがリセットされます。合

計消費電力を慎重に評価し（消費電力のセクションを参照）、通常動作時にサーマル・シャットダウン保護が不必要にトリガされないよ

うにしてください。
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アプリケーション情報

インダクタの選択

MAX17554/5 は、高い軽負荷効率を実現するため、不連続導通モード（DCM）の動作ができるよう設計されています。コンバータを全動

作範囲において DCM で動作させることで、より小さなインダクタを選択でき、その結果としてソリューション・サイズを縮小できます。

コンバータを全動作範囲において DCM 状態に維持するには、次の式を用います。

ここで、

VOUT = 定常状態での出力電圧（V）  
IOUT(MAX) =最大負荷電流（A） 
RDCR(MAX) =最も厳しい条件でのインダクタの DC 抵抗（Ω）  
fSW  = スイッチング周波数（Hz） 
VIN(MIN) = 絶対最小動作入力電圧（V） 
RDS-ONL(MAX)および RDS-ONH(MAX) = それぞれローサイド MOSFET とハイサイド MOSFET の最も厳しい条件でのオン状態の抵抗（Ω） 
TOL = インダクタの許容誤差（pu） 

過電流／ヒカップ保護がトリガされることのないよう、インダクタのピーク電流はデバイスの最小ピーク電流制限（IPEAK-LIMIT、最小

210mA）を超えてはなりません。最大インダクタ・ピーク電流が 210mA 未満となるようにするには、次の式を用います。 

選択するインダクタ（LSEL）は次の基準を満たす必要があります。 

計算した LMIN が LMAX より大きくなるような設計の場合は、出力電流を減じるか、VIN(MIN)を増加することで、実現可能な設計ソリュー

ションが得られます。

MAX17554/5 は DCM で動作するため、デバイスは最小オン時間（tON_MIN）に達するまで固定周波数でスイッチングを行います。負荷条件

が最小オン時間パルスに対応するエネルギー未満の場合、コンバータはスイッチング・パルスをスキップして出力電圧レギュレーション

を維持します。LSELに対し、固定スイッチング周波数で動作するために必要な最小負荷電流を計算するには、次の式を用います。 

ここで、

VIN = 動作入力電圧（V）  
tON_MIN = 最小オン時間（s） 
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入力コンデンサの選択

入力フィルタ・コンデンサは、電源から引き出されるピーク電流を低減し、また、スイッチングノイズや入力の電圧リップルを低減しま

す。入力コンデンサには、高リップル電流に対応した低 ESR セラミック・コンデンサを使用します。X7R コンデンサは、温度安定性に優

れるため、工業用アプリケーション向けに推奨します。1µF/1206 パッケージまたはこれと同等のコンデンサを用い、IN と GND をデカッ

プリングします。入力リップル条件に基づき、次の式を用いて入力容量を計算します。

ここで、

VIN = 入力電圧（V） 
VOUT = 定常状態での出力電圧（V） 
IOUT(MAX) =最大負荷電流（A）  
fSW  = スイッチング周波数（Hz） 
ΔVIN = 許容入力電圧リップル（V） 
η = 効率 

電源がデバイスの入力から離れているアプリケーションでは、適切な電解コンデンサを追加して、入力電力パスと入力セラミック・コン

デンサのインダクタンスによって発生する電位振動を必要に応じて減衰させる必要があります。

出力コンデンサの選択

工業用アプリケーションでは、優れた温度安定性を備えている X7R セラミック出力コンデンサが使用に適しています。セラミック・コン

デンサで用いられる誘電体材料は、DC バイアス・レベルによる容量損失を示し、アプリケーションに必要な出力容量が得られるよう適

切にディレーティングする必要がある点に注意してください。出力コンデンサには 2 つの機能があります。1 つは負荷過渡応答状態にお

いて出力電圧に対応できる十分なエネルギーを貯蔵することで、もう 1 つはデバイスの内部制御ループを安定させることです。必要な出

力容量は次のように計算できます。

DCM の定常状態での出力電圧リップルの概算値は、次式で計算できます。 

ここで、

IOUT = 負荷電流（A） 
LSEL = 選択したインダクタンス（H） 
VIN = 入力電圧（V） 
VOUT = 定常状態での出力電圧（V）  
fSW = スイッチング周波数（Hz） 

ヒステリシスのある入力低電圧レベルの設定（MAX17555）
このデバイスでは、入力低電圧レベルとヒステリシス・レベルが調整可能です。IN と GND の間に接続された抵抗分圧器および HYST と

EN/UV の間に配置された抵抗を用いて、デバイスがオンになる電圧を設定します（図 1 参照）。 
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抵抗分圧器の中心ノードを EN/UV ピンに接続します。R1 を 3.32MΩ（最大値）と選択し、次に R2 と R3 を次式のように計算します。 

ここで、VIN(ON)と VIN(OFF)は、それぞれデバイスがオンおよびオフするために必要な電圧です。上記の抵抗を選択すると同時に、電気的特

性の表に示した HYST ピンの電流シンク能力を考慮する必要があります。 

HYST 機能を用いない場合は、HYST ピンを GND に接続し（図 1 参照）、R2 を次のように計算します。 

EN/UV ピンを外部信号源から駆動する場合、信号源出力と EN/UV ピンの間に 1kΩ 以上の直列抵抗を配置して、ラインの電圧リンギング

を低減することを推奨します。

図 1. ヒステリシスのある場合とない場合の入力低電圧レベルの設定 

出力電圧の調整

MAX17554A、MAX17554B、MAX17555A、MAX1755B では、FB/VO を降圧コンバータの出力ノードに直接接続します。MAX17554C お

よび MAX17555C の出力電圧は、0.8V～0.9 × VINの範囲で設定できます。出力と GND の間に接続した抵抗分圧器を用いて出力電圧を設定

します（図 2 参照）。抵抗分圧器の中央ノードを FB/VO ピンに接続します。RBには 100kΩ以下の値を選択し、RUは次式で計算します。 

図 2. 出力電圧の設定 
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消費電力

特定の動作条件で、デバイスの温度上昇につながる電力損失は次のように算出できます。

ここで、

POUT = 出力電力（W） 
η = コンバータの効率 
RDCR = 出力インダクタの DC 抵抗（Ω） 

代表的な動作条件での効率に関する詳細は、標準動作特性のセクションを参照してください。パッケージの θJAは次のとおりです。 

任意の最高周囲温度（TA(MAX)）でのデバイスの最高ジャンクション温度（TJ(MAX)）は、次の式から算出できます。 

ジャンクション温度が+125ºC を超えると、動作寿命が短くなります。 

PCB レイアウト時のガイドライン 
パルス電流が流れるすべての接続は、できるだけ短く、かつ幅広にしてください。電流の di/dt が高くなってしまうため、これらの接続の

インダクタンスは絶対最小値を保つようにしてください。電流伝送ループのインダクタンスはループに囲まれる領域の面積に比例するた

め、ループ領域を非常に小さくすれば、インダクタンスは低減されます。また、電流ループの面積を小さくすると放射 EMI も低減します。

入力フィルタのセラミック・コンデンサは、デバイスの INピンの近くに配置する必要があります。これにより、パターン・インダクタン

スの影響ができる限り除去され、IC に低ノイズの電圧を供給できます。

IC の周囲に回路を配線する場合、アナログ小信号のグランドとスイッチング電流の電源グランドは分離してください。これらは、スイッ

チング動作が最小限となる場所で互いに接続する必要があります。それにより、アナログ・グランドを低ノイズに維持できます。グラン

ド・プレーンは、できる限り広い範囲にわたり連続的で切れ目のないことが必要です。大きなスイッチング電流を伝送するパターンを不

連続なグランド・プレーン上に直接配置しないでください。PCB レイアウトは、設計における熱性能にも影響を与えます。初回で成功す

るレイアウト例については、MAX17554 評価用キットのレイアウトを参照してください。これは www.maximintegrated.com から入手可能

です。

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/design-center/evaluation-hardware-and-software/evaluation-boards-kits/max17554aevkit.html
https://www.analog.com/jp/design-center/evaluation-hardware-and-software/evaluation-boards-kits/max17554aevkit.html


60V、50mA、超小型、高効率の 
集積型同期整流式降圧 DC/DC コンバータ 

MAX17554, MAX17555 

analog.com.jp Analog Devices | 18 

標準アプリケーション回路

図 3. VINMIN が 10V の固定 3.3V、50mA 降圧コンバータ出力 

図 4. VINMIN が 10V の固定 5V、50mA 降圧コンバータ出力 

図 5. VINMIN が 7.5V の固定 3.3V、50mA 降圧コンバータ出力 

図 6. VINMIN が 9.5V の固定 5V、50mA 降圧コンバータ出力 
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図 7. VINMIN が 10V の 2.5V、50mA 降圧コンバータ出力 

図 8. VINMIN が 20V の 12V、30mA 降圧コンバータ出力 

https://www.analog.com/jp/index.html


60V、50mA、超小型、高効率の 
集積型同期整流式降圧 DC/DC コンバータ 

MAX17554, MAX17555 

analog.com.jp Analog Devices | 20 

オーダー情報

+は鉛（Pb）フリー／RoHS 準拠のパッケージを表します。 
T =テープ＆リール。 
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